






















要約:里帰り分娩の頻度は 13、3%でやや増加傾向にある.里帰り分娩群では、切迫流早産や

帝王切開率は比較的少なく、分娩異常や新生児異常、児の低身長・低体重、易感染性が比

較的多くみられ、明らかに父性意講の確立が遅れる傾向にある.また短時間で帰れたもの、

比較的早期に帰ったもの、自動車を利用して里帰りしたものに産科学的異常が多くみられ

た.夫の育児休暇など、夫の協力体制が整っていれば里帰りをしなくてすむと答えたものが

多く、社会制度の充実が望まれる.里帰り分娩に対する医師の態度では医学的・社会的判断

によるものより、患者の希望にまかせるものが多く、個々の妊婦に適した対応の仕方が必

要と思われる. 


